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探究能力を育てる教科指導の実践的研究 
－観察，実験における結果の解釈を通して－ 

 

 

                      廿日市市立 阿品台中学校  八川 慎一 

                   広島国際大学 教職教室  岡田 大爾 

 

 

要 旨：次期中学校学習指導要領解説理科編（平成 29 年７月）では，自然の事物・現象に関わり，

理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・

現象を科学的に探究するために必要な資質・能力の育成を目標としている。さらに，

1)

科学的に探究する活動において，考えを交流する場を活用すると，自分の考えを確認・修正し，問

題を解決することができ，探究能力の育成に有効であることが分かった。さらに，これらのことを

通して「主体的・対話的で深い学び」につながることも分かった。今後，科学的に探究する活動を

充実させるため，単元に応じた探究課題を見出し，中学校３年間を見通した系統的，計画的な実践

を仕組むことが課題である。 

 

 

はじめに─問題の所在─ 

 

中央教育審議会がまとめた「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成28年12月21日）の現行の学習指導要領理科

の課題に，「小学校，中学校共に，『観察・実験の結果などを整理・分析した上で，解釈・考察し，

説明すること』などの資質・能力に課題が見られることが明らかになっている」2)と述べられてい

る。 

一方，対象中学校の３年生を対象に行った化学分野に関する意識調査によると，「化学変化に関す

る実験の結果をもとに考察できます。」と答えた生徒は33％で，考察することに関して課題が見られ
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た。さらに，対象中学校における全国学力・学習状況調査により，「書く力」，「話す力」に課題があ

ることが分かっている。 

このような状況を踏まえ，筆者は，科学的に探究する活動において，スモールステップに記述す

るワークシートや考察のときに考えを交流する場を設けるなどの授業改善を図った。このことで，

自分の考えをもつことに課題のある生徒も含めて，考察する力の育成を図り，主体的・対話的で深

い学びにつながり，探究能力を育成する指導法を開発した。本研究では，以上のことを授業実践の

中で検証を行った。 

 

 

1．研究の目的 

 

 ここでは，理科を通して科学的に探究する能力を育てることに焦点をあてて考える。本研究の目

的は，研究仮設を「中学校第３学年『物質と化学反応の利用』において，スモールステップのワー

クシートを活用して考えを交流する場を設け，自らの考えを確認，修正させれば，生徒が目的意識

をもった観察，実験を行い，その結果を分析し解釈することができ，科学的に探究する能力を育て

ることができるであろう。」として授業実践を行い，検証することとした。 

 

 

２．開発した指導法 

 

 科学的に探究する活動の先に述べたそれぞれの段階で次のような指導を工夫した。 

 

① 問題の把握から観察，実験を行うまでの段階 

 問題を把握する力と計画に基づいて観察，実験を行う力を向上させるために，次の探究課題を

設定した。 

日常生活に活かされていたり，問題意識を高め，関心をもたせたりする探究課題とする。つま

り，「発熱反応・吸熱反応」では，身近にある携帯カイロを作るための条件を見いだす探究課題，

「酸化・還元反応」では，酸化鉄から鉄を取り出すテルミット法を活用した探究課題，「化学変化

と電池」では，調べる材料を増やして，電池に適した材料を調べる探究課題を設定する。 

 

② 結論の導出（考察）の段階 

結果を分析し，解釈して，問題を解決する力を向上させるために，次のように指導を工夫した。 

○ ワークシートの工夫（スモールステップのワークシート） 

「書く力」の課題を克服させるために，ワークシートの記述欄に予め書き出しのことばや表

などを記載しておき，記述する量を徐々に増やすようにしておく。 

○ 考察における考えを交流する場 

問題の把握の段階で，探究課題に興味・関心をもたせる。次に，その課題を解決するという
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見通しと目的意識をもたせて実験を行わせる。その実験結果を分析し，解釈する考察の場面で，

自分の考えをもたせるとともに他の考えを班内及び全体で交流させる。このとき，他の考えで

参考になったことを見つける意識をもたせ，それを記述させ，自分の考えを確認したり，修正

したりさせる。さらに，微視的に考えるときは，班内でモデルを組み合わせ，化学変化の仕組

みや化学反応式を考えるためのモデルを活用させる。この考えを交流する場では，他の考えで

参考になったことを記述することについて価値を感じさせるように評価し，主体的対話的で深

い学びにつながるように働きかける。 

    

 学習内容 指導上の留意点 

１

次 

(1) 発熱反応・吸熱反応 【基礎の段階】 

基礎を固める段階 

① 考察の場面で，最初の段階は予め書き出しや

表などを記載し，徐々に記述する量を増やすス

モールステップのワークシートを活用させる。 

② 考えを交流する場において，他の考えを参考

にして，自分の考えを確認，修正させる。 

【深める段階】 

前時までの学習を土台にし，深めていく段階 

③ 考察の場面で，実験結果をもとに考察を記述

できるように前時までのワークシートの記述

をふり返らせる。 

④ 考えを交流する場において，他の考えを参考

にして，自分の考えを確認，修正させる。 

(2) 前時までの知識・技能を活用する探究課題① 

   身近にある携帯カイロを作るための条件を見いだ

す探究課題 

２

次 

(1) 酸化・還元反応 

(2) 前時までの知識・技能を活用する探究課題② 

   酸化鉄から鉄を取り出すテルミット法を活用した

探究課題 

３

次 

(1) 化学変化と電池 

(2) 前時までの知識・技能を活用する探究課題③ 

  調べる材料を増やして，電池に適した材料を調べ

る探究課題 

◎ワークシートの工夫のポイント（スモールステップのワークシート） 

 

以上の①，②をまとめると次のようになる。 

 ① １段階目の基礎的な段階では，予め観察，実験の予想や実験結果，考察を記入する欄に書き

出しのことばや表などを記載しておく。２段階目の深める段階では，ワークシートの予想や実

験結果，考察する欄などは空欄にしておき，はじめから書かせるようにする。このとき，既習

内容を活用できるようにワークシートを同じような形式にしておく。 

 

 ② 考察する場面では，ほかの人の考察(発表)で，参考になったことを書く欄を設けておき，こ

の欄に記述するように指導する。これは，自分の考えと他の人の考えを比較して考察を深めさ

せるねらいとともに，考察を考えて書くことに課題が大きい生徒にとっても，他の考えを聞い

て書いたことを価値付けて評価し，徐々に自分の考えをもつことができるようにするねらいで

行う。これは，主体的・対話的で深い学びにしていくポイントであり，班内での考えを交流す

る場においてもこのように高め合う意識をもたせるように指導，適切に評価する。図１に，ス

モールステップのワークシートの例を示す。 
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 基礎の段階 深める段階【探究課題】 

１次 

 

 

 

 

 

 

 

  

２次 

 

 

 

 

 

 

 

  

３次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

 

    

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

他の班の考察
(発表)で，参考
になったこと
を書く欄 

図１ スモールステップのワークシート 
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以上の科学的に探究する活動における指導の工夫をまとめると図２のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 科学的に探究する活動の指導 

 

③ 考察育成プリント（既習内容の復習プリント）の活用 

既習内容（１，２年生の学習内容）において，実験結果から考察させる宿題プリントを活用

する。（家庭学習等で考察を書く訓練をさせる。）これは，２年生までに学んだそれぞれの観察，

実験の考察場面を振り返るものである。中学３年間の復習を行うとともに，観察結果，実験結

果を根拠に科学的に分かること（考察）を書く力を育成することをねらいとする。これもスモ

ールステップで育成するようにする。 

 

３．事前調査の分析と考察 

3.1 調査の内容と結果 

対象中学校第３学年の生徒65名を対象に，化学分野に関して，四段階評定尺度法による事前調査

を行った。質問項目を表１に，その結果を図３に示す。 

表１ 事前調査の質問項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 事前調査の結果 

①化学変化の単元が好きです。 

②いろいろな化学変化をモデルで説明することが好きです。 

③いろいろな化学変化を化学反応式で説明することが好きです。 

④化学変化の学習内容について，積極的に自ら調べるようにしていま

す。 

⑤化学変化に関する実験の結果をもとに考察することが好きです。 

⑥化学変化に関する実験を行う際，いつも結果の予想をしています。 

⑦化学変化に関する実験の予想をするときは，その理由も考えていま
す。 

⑨化学変化に関する実験をするとき，実験を正しく行うことができま

す。 

⑩化学変化に関する実験の結果を記録するとき，正しく記録することが
できます。 

⑪化学変化に関する実験を行うとき，ほかの人と協力して実験していま
す。 

⑫化学変化に関する実験を終えたとき，何のためにした実験なのかを理

解しています。 

⑬化学変化に関する実験結果が予想と違っていたら，その原因を考えま
す。 

⑭化学変化に関する実験の結果をもとに考察することができます。 

⑮化学変化に関する実験の結果をもとに考察するとき，モデルを用いて
考察することができます。 

⑯化学変化に関する実験の結果をもとに考察するとき，化学反応式を用
いて考察することができます。 

⑰化学変化に関する実験の結果をもとに考察するとき，他の班や他の人

の結果と比べて考えています。 

化学分野に関する事前調査
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3.2 事前調査の分析と考察 

図２より，「化学変化の単元が好きです。」と答えた生徒（「あてはまる」と「どちらかというとあ

てはまる」の合計とし，以後の数値も特に記述しないものは，この２つを合計した値とする。）は，

74％であった。さらに，「実験を正しく行うことができます。」と答えた生徒は92％，「実験を行うと

き，ほかの人と協力して実験しています。」と答えた生徒は92％であった。 

しかし，「実験を行う際，いつも結果の予想をしています。」と答えた生徒は59％，「実験の予想を

するときは，その理由も考えています。」と答えた生徒は38％であり，「実験結果が予想と違ってい

たら，その原因を考えます。」と答えた生徒は39％であった。また，「実験をするとき，何のために

する実験なのかを考えて実験しています。」と答えた生徒は64％にとどまっていた。 

考察することに関して，「実験の結果をもとに考察することが好きです。」と答えた生徒は41％で

あった。また，「実験の結果をもとに考察することができます。」と答えた生徒は33％，「実験の結果

をもとに考察するとき，モデルを用いて考察することができます。」と答えた生徒は31％，「化学反

応式を用いて考察することができます。」と答えた生徒は37％であった。さらに，「化学変化をモデ

ルで説明することが好きです。」と答えた生徒は，12％であった。 

以上のことから，化学分野の単元は概ね好きで，実験を正しく行うことができるが，根拠に基づ

いて予想したり，目的意識をもって実験し，実験結果を分析し，解釈したりすることに関して，苦

手とする生徒が多い実態が明らかになった。また，モデルや化学反応式を用いて考察することを苦

手とする生徒も多いことが分かる。 

その原因として，これまでの筆者の指導が，興味・関心をもたせる観察，実験は行うものの，目

的意識をもって観察，実験を行い，モデルや化学反応式を活用して十分に考えさせ，その考えを交

流し，確認，修正させる指導が不十分であったことによると考えられる。 

 

 

４ 研究の仮説と検証の視点 

 

4.1 研究の仮説 

中学校第３学年「物質と化学反応の利用」において，スモールステップのワークシートを活用し

て考えを交流する場を設け，自らの考えを確認，修正させれば，生徒が目的意識をもった観察，実

験を行い，その結果を分析し解釈することができ，科学的に探究する能力を育てることができるで

あろう。 
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次 時  指 導 過 程 ・ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

第 

一 

次 

第
１
時 

単元の概
要 

◎化学変化とその利用の単元の概要と課題克服のための取組みを説明。 
・化学式のペア学習ワークシートの説明。 
◎実験結果から分析，解釈し結論を導く考察に課題意識をもたせる。 
・考察育成プリントの説明。 

【基礎の段階】 
基礎を固める段階 
①考察の場面で，最初の段階は予め
書き出しや表などを記載し，徐々に
記述する量を増やすスモールステッ
プのワークシートを活用させる。 
②考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【深める段階】 
前時までの学習を土台にし，深めて
いく段階 
③考察の場面で，実験結果をもとに
考察を記述できるように前時までの
ワークシートの記述をふり返らせ
る。 
④考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 

第
２
時 

実験 
発熱・吸
熱反応 

○化学変化において，熱の出入りを伴う実験をし，実験結果から分かることを記述する。
化学変化には熱の出入りが伴うことを理解する。 

第
３ 
時 

考察 

 

○実験の結果を解釈し，考察したことを活用して，化学エネルギーと熱の関係（発熱反
応・吸熱反応）について理解する。 
考察［結果を分析，解釈］ 
個人思考→考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

第
４
時 

探究前の
実験 

 

◎発熱反応を活用した身近なカイロに興味をもたせ，中身を調べる。内容物として考え
られる鉄・活性炭・水・食塩を混ぜ合わせたカイロにおいて，温度の変化を調べさせる。 
予想→実験→考察［結果を分析，解釈］ 
個人思考→考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

第
５
時 

探究課題
① 

 
 
 
 
◎前時では，カイロの温度がすべての班で80℃以上になったため，商品とはなり得ない
ことが分かった。そこで，カイロとしてちょうどよい温度のものをつくる条件を調べる
探究課題を設定する。３種類の実験方法について提示し，各班で選択させ，実験させる。 
＜実験方法＞ 
①食塩水の量を調整する。②食塩水の濃度を調整する。③活性炭の量を調整する。 
予想→実験方法を選択→実験→考察［結果を分析，解釈］（個人思考） 

第
６
時  

考察［結果を分析，解釈］ 
考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

第 

二 

次 

第
１
時 

 
 

◎酸化，酸化物を定義し，金属の多くは酸化物として産出することの説明を聞く。 
○＜生徒実験＞銅を熱して酸化銅を作る。 
この化学変化をモデル・化学反応式を用いて説明する。 

【基礎の段階】 
基礎を固める段階 
①考察の場面で，最初の段階は予め
書き出しや表などを記載し，徐々に
記述する量を増やすスモールステッ
プのワークシートを活用させる。 
②考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 
【深める段階】 
前時までの学習を土台にし，深めて
いく段階 
③考察の場面で，実験結果をもとに
考察を記述できるように前時までの
ワークシートの記述をふり返らせ
る。 
④考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 

第
２
時 

 
 

○酸化銅を活性炭と混ぜて加熱したときの化学変化を調べる。実験後，この化学変化を
原子モデルで考え，化学反応式を導き，説明する。 
考察［結果を分析，解釈］個人思考→考えを交流する場（小集団） 

第
３
時  

考察［結果を分析，解釈］考えを交流する場（全体）→結論  【還元を定義する】 
◎金属をさびさせない工夫や鉄の精錬について理解させる。 

第
４ 
時 

探究課題
② 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
◎前時に学習した酸化・還元反応の探究課題を設定する。演示実験でその探究課題の化
学変化を見せ，その化学変化後の物質について予想し実験で調べる。 
＜実験方法＞①磁石につくかどうか調べる。②やすりでこすり，表面のようすを調べる。 
           ③電流を通すかどうか調べる。 
○実験結果をもとにこの化学変化をモデルで考え，化学反応式を導き，説明する。 
考察［結果を分析，解釈］ 
個人思考→考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

 

 

 

 

 

第 

三 

次 

第
１
時 

水溶液の電
気伝導性 

「水溶液の電気伝導性」 
○いろいろな水溶液について電流が流れるかを調べる。 

【基礎の段階】 
基礎を固める段階 
①考察の場面で，最初の段階は予め
書き出しや表などを記載し，徐々に
記述する量を増やすスモールステッ
プのワークシートを活用させる。 
②考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【深める段階】 
前時までの学習を土台にし，深めて

第
２
時 

 ○前時の実験を整理させ，純粋な水には電流が流れないこと，水溶液には電流が流れる
ものと流れないものがあることを見いだす。（電解質・非電解質を定義する。） 

第
３ 
時  

○塩酸に電流が流れるとき，電極で何が起こるかを調べる。 
予想→実験→考察［結果を分析，解釈］考えを交流する場（小集団）→結論 

第
４ 
時 

イオンの
しくみ 

◎イオンのできるしくみについて説明する。 
 

第
５
時 

塩酸の電
気分解 

○塩酸の電気分解の実験を行う。塩酸の電気分解の化学変化について，モデルを用いて
説明する。 

第
6
,
7 
時 

塩化銅の
電気分解 

○塩化銅水溶液に電流を通したときの化学変化を調べる。 
塩化銅の電気分解における化学変化をモデルを用いて説明する。 

第
８ 
時 

電池 ○化学変化で電気エネルギーを取り出すことができるかを調べる。 
◎電池を定義する。 

＜探究課題①＞ 
鉄・活性炭・水・食塩を混ぜ合わせたカイロにおいて，50～60℃に温度を調節す

るためには，どうすればよいか！ 

＜探究課題②＞ 
酸化鉄とアルミニウム粉末を混ぜて点火したときの化学変化後の物質を調

べ，化学変化のしくみをモデル・化学反応式で説明しよう。 
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4.2 検証の視点とその方法 

 スモールステップのワークシートを活用し，考察する場面で自らの考えを書かせる。次に，自ら

の考えを交流する場を設け，自らの考えを確認，修正することを繰り返しながら以下の点で検証す

る。 

 検証の視点と検証方法を表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

①  問題を把握する力が向上したか。 
ワークシート 自己評価 行動観察  
事前調査 事後調査  

②  計画に基づいて観察，実験を行う力が向上したか。 
ワークシート 行動観察 
事前調査 事後調査 

③  考えを交流する場を活用して，結果を分析し解釈して，問
題を解決する力が向上したか。 

ワークシート 自己評価 行動観察 
事前調査 事後調査  

 

 

５. 研究授業の実際 

 

(1) 単元 「物質と化学反応の利用」 

(2) 小単元 ・物質と化学反応の利用（第一次，第二次），・水溶液とイオン（第三次） 

(3) 対象 対象中学校 第３学年１・２組65名 

(4) 単元の目標 

◎物質と化学反応の利用 

物質と化学反応に関する事象の観察，実験を通して，物質と化学反応の利用について理解さ

せるとともに，これらの事象を日常生活と関連付けて科学的にみる見方や考え方を養う。 

(5) 単元の目標 

◎物質と化学反応の利用 

  物質と化学反応に関する事象の観察，実験を通して，物質と化学反応の利用について

第
９
時 

 

 

○モデルを作成して，電池のしくみを考える。 
考察［結果を分析，解釈］ 
個人思考→考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

◎モデルを活用して，電池のしくみを理解させる。 

いく段階 
③考察の場面で，実験結果をもとに
考察を記述できるように前時までの
ワークシートの記述をふり返らせ
る。 
④考えを交流する場において，他の
考えを参考にして，自分の考えを確
認，修正させる。 

第
1
0 
時 

探究課題
③ 
 

 
 
 
◎いろいろな材料から，これまでの知識を活用させて材料を選択させ，実験させる。 
＜実験方法＞ 
電池をつくる材料として，水溶液は[蒸留水，食塩水，砂糖水，うすい塩酸，エタノー
ル]の中から２つ選択させ，金属板は[銅板，亜鉛板，鉄板，マグネシウムリボン]を使
用させる。 
○予想→実験方法を選択→実験→考察［結果を分析，解釈］個人思考 

第
1
1 
時 

 
○モデルを作成して，考えを交流する。 
考察［結果を分析，解釈］ 
考えを交流する場（小集団）→考えを交流する場（全体）→結論 

◎化学変化とその利用の単元のまとめをする。 

＜探究課題③＞ 
電池をつくるための材料は何が適しているかを調べる。 
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理解させるとともに，これらの事象を日常生活と関連付けて科学的にみる見方や考え方

を養う。 

(6) 指導計画 （◎…指導過程，○…学習活動） 

 
 

 

６．研究授業の分析と考察 

 

探究課題①，探究課題②，探究課題③の授業において，検証の視点の①～③について，生徒のワ

ークシート記述，事前調査，事後調査，行動観察等により分析を行った。なお，事前・事後調査の

質問紙は，回答の尺度値をそれぞれ４・３・２・１に得点化した。そして，質問ごとに平均値を算

出して，事前と事後に有意な差があるか否かをｔ検定によって検証し，１％の危険率で有意差が認

められるものをグラフ中に（＊）印をつけた。また，図における探究課題①～③の記述は，探究①

～③とする。 

 

6.1 ワークシートによる分析と考察 

① 問題を把握する力が向上したか。 

３つの探究課題において，予想をワークシートに記述させた。その記述について，Ａ（具体的に

予想を記述している），Ｂ（予想を記述している），Ｃ（予想を記述していない）の三段階の判断基

準を設定し，分析した。その分析結果を図４に示す。 

 

 

 

 

 

図４ 「予想の記述」に関する分析結果 

 

図４より，判断基準がＡの生徒は，探究課題①では28％であったが，探究課題②では48％，探究

課題③では72％と，探究課題を経験するごとに増加していることが分かる。 

また，「問題を把握する力が向上したか」どうかは，実験の目的を理解していたかどうかで測定す

ることができる。このことに関して，それぞれの探究課題における授業後の自己評価の変容を図４

に示す。 

 

 

 

 

 

予想の記述

72

49

28

12

41

2

16

10

71

0% 20% 40% 60% 80% 100%

探究③

探究②
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図５ 「問題を把握すること」に関する自己評価の結果 

 

図５より，探究課題を経験するごとに「問題の把握」に関する意識が高くなっていることが分か

る。 

以上のことから，問題を把握する力が向上しているといえる。 

 

② 計画に基づいて観察，実験を行う力が向上したか。 

計画に基づいて観察，実験を行う力が向上したかについて，ワークシートの実験結果の記述内容

を分析し，Ａ（計画に基づいて実験を行い，結果を詳しく記述している），Ｂ（計画に基づいて実験

を行い，結果を記述している），Ｃ（計画に基づいた実験を行ったが，結果を記述することができて

いない）の三段階の判断基準を設け，分析した。その分析結果を図６に示す。 

 

 

 

 

 

図６ 「計画に基づいて実験を行うこと」に関する分析結果 

 

図６より，計画に基づいた実験を行い，ほとんどの生徒が実験結果を記述していることが分かる。

ただし，探究②では，判断基準Ｂの生徒が46％いた。これは，探究②における課題の実験がこれま

でのものと異なり，鉄の性質を見いだし，その実験結果を言葉で表すことに課題があったためと考

えられる。これは，先に述べたように対象中学校における書く力に課題があることの現れであった

と考える。 

 

③ 考えを交流する場を活用して，結果を分析し解釈して，問題を解決する力が向上したか。 

考えを交流する場を活用して，結果を分析し解釈して，問題を解決する力が向上したかについて，

ワークシートの実験結果の記述内容を分析し，Ａ（実験結果をもとに具体的に分析・解釈し，根拠

に基づいて問題を解決している。），Ｂ（実験結果をもとに分析・解釈し，根拠に基づいて問題を解

決している。），Ｃ（実験結果の分析・解釈が不十分で，根拠に基づいて問題を解決している。）の三

段階の判断基準を設け，分析した。その分析結果を図７に示す。 

 

①何のためにする実験なのかを考えて，実験しました。
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実験結果の記述
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図７ 「結果を分析し解釈して，問題を解決すること」に関する分析結果 

 

 図７より，探究課題を繰り返す中で，実験の結果を分析し解釈して問題を解決する力が向上して

いることが分かる。 

さらに，結論の導出(考察)の段階における「考えを交流する場」の効果について，ワークシート

の記述による分析を行った。その分析結果を図８に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図８「考えを交流する前後の考察の記述」に関する分析結果 

 

図８より，探究課題①～③のすべてにおいて，考えを交流する前後でワークシートの記述が

向上したことが分かる。考えを交流する前の記述においては，実験結果の記述にもより，判断

基準Ａの生徒が探究②において14％と低かった。これは，実験結果の記述が不十分であったこ

とが要因として考えられる。しかし，考えを交流した後は，他の班の発表で参考になる考察を

活用し，具体的な記述をすることができるようになった。図９に具体的な探究課題②の記述例

を示す。 

これらのことから，考えを交流することを通して，実験の結果を分析し，解釈して問題を解

決する力が向上していることが分かる。 
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          図９ 他の班で参考になったことを書いている例 

 

ここで，考察の場面の記述することに関して，最初の段階では穴埋め式とし，徐々に記述す

る量を増やしたスモールステップのワークシートの効果について，分析結果を図10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 スモールステップのワークシートの記述に関する効果 

 

 図10より，スモールステップのワークシートについて，探究課題前の穴埋め式のワークシート

では，十分記述できていることが分かる。それを活用した探究課題において，①から②，③と進む

につれて，記述内容が向上していることが分かる。このことから，スモールステップのワークシー

トは，考察の記述することに関して効果があったことが分かる。 

また，実験結果から分かることをまとめることに関する授業終末の自己評価の結果を図11に示す。 
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図11 「実験結果から分かることをまとめること」に関する自己評価の結果 

 

 図11より，肯定的な回答は，探究課題ごとに増加していることが分かる。 

 ここで，探究課題①，②，③を通して大きく向上した生徒Ａの状況について具体例を述べる。 

 生徒Ａは，当初から考察することに苦手意識を強くもっており，探究課題①，②では，自分

の力で記述することができなかった。しかし，考えを交流する場で他の班の発表を聞き，その

発表内容をワークシートに具体的に記述してまとめていた。その後，探究課題③の１つ前の学

習内容から，モデルで説明することなどを意欲的に行い，探究課題③においては，図12のよう

に自ら考察し，全体における考えを交流する場で自ら考察した内容を発表し，自己評価に「考

察を発表できてよかった。」と大きく書いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 ワークシートの記述 

 

 

以上のことから，考えを交流する場を活用し，参考になったことをワークシートに記述する

ことで，考察する力をつけていったと考えられる。 

 

6.2 事前事後調査による生徒の意識の変容に関する分析と考察 

① 問題を把握することに関する意識が向上したか。 

②実験結果からわかることをまとめることができた。
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予想の記述に関する調査結果を図13に示す。 

 

 

 

 

 

 

     図13 「問題を把握すること」に関する調査結果 

 

図13より，問題を把握し，予想を具体的に書くことができるようになったことが分かる。 

また，「問題を把握すること」ができたかどうかは，実験の目的を理解していたかどうかで測定する

ことができる。「問題を把握すること」に関する調査結果を図14に示す。 

 

 

 

 

 

 

図14 「問題を把握すること」に関する調査結果 

 

図14より，探究課題を経験するごとに「問題の把握」に関する意識が高くなっていることが分か

る。以上のことから，問題を把握することに関して，意識が向上したといえる。 

  

② 計画に基づいて観察，実験を行うことに関する意識が向上したか。 

計画に基づいて観察，実験を行うことに関する調査結果を図15に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 観察，実験に関する調査結果 
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 図15より，質問⑩を除いて有意な向上は見られなかった。ただし，事前調査の段階から意識が高

かったからであると考えられる。 

これらのことから，他と協力して実験を行い，計画に基づいて正しく実験を行うことに関して，

意識が高いことが分かる。 

 

③ 考えを交流する場を活用して，結果を分析し解釈して，問題を解決することに関して意識が向

上したか。 

 実験の結果をもとに考察することに関する調査結果を図16に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 「実験の結果をもとに考察すること」に関する調査結果 

 

 図16より，実験の結果をもとに考察することに関する意識は，肯定的回答が50％程度で課題はあ

るが，探究課題ごとに結果を分析し解釈して，問題を解決する意識が向上していることが分かる。 

 次に，考えを交流する場を活用して，考察するとき，他の班などの考察を参考にして考えている

かということに関する調査結果を図17に示す。 

 

 

 

 

 

 

図17 「考察するとき，他の班や他の人の考察と比べて考えること」に関する調査結果 

 

 図17より，他の考察を参考にして考えていることに関して，意識が向上していることが分かる。 

また，事前調査において質問⑭～⑰まで否定的な意識であったが事後調査では肯定的な意識に変容

した生徒Ｂ及びＣについて述べる。その生徒Ｂ，Ｃの事後調査の自由記述欄に，それぞれ図18，19

の記述があった。 
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⑰化学変化に関する実験結果をもとに考察をするとき，他の班や他の人の結果と比べて考えています。（＊） 

⑮化学変化に関する実験の結果をもとに考察するとき，モデルを用いて考察することができます。（＊） 



『広島国際大学 教職教室 教育論叢』第 10 号 2018 年 12 月 

- 95 - 

 

 

 

 

 

 

図18 事後調査における生徒Ｂの記述 

 

 

図19 事後調査における生徒Ｃの記述 

 

図18より，生徒Ｂの記述におけるプリントを使って勉強をすすめていくことで分かりやすかった

点は，考察育成プリントと，実験したときに他の班の発表で参考になったことを書く欄に記入した

ことであると確認している。また，図19より，生徒Ｃの記述から他の班の考察と自分の考察を比べ

て確認，修正していくことで理解を深めていることが伺える。 

 以上のことから，考えを交流する場を活用して，他の考えを参考にして自分の考えを確認，修正

し，結果を分析し解釈して，問題を解決する意識が向上しているといえる。 

 

 

おわりに─研究の成果と今後の課題─ 

 

＜研究の成果＞ 

○ 科学的に探究する活動において，スモールステップのワークシートを活用して考えを交流する

場を用いて自分の考えを確認・修正することで，問題を解決でき，科学的に探究する能力を育成

させるのに有効であることが分かった。 

○ スモールステップのワークシート・考察育成プリントや，考察するときに参考になった他の考

えを記録し，考えを交流する学習活動は，課題の大きかった生徒も見通しや目的意識をもって実

験し，考察することにおいて自分の考えをもたせることに有効であることが分かった。 

 

＜今後の課題＞ 

● 科学的に探究する活動を充実させるため，生徒が主体的に自ら探究課題を見出すような指導を

工夫する必要がある。 

● 今回は，考えを交流する場において，他の考えを参考に自分の考えを修正・追加するなどの場

面やワークシートの記述を通して評価を行ったが，効果的な評価についても研究を深めていきた

い。 

● 主体的・対話的で深い学びの指導を充実させるため，中学校３年間のカリキュラムを見通し，

他教科との関連も図り，系統的，計画的に実践する必要がある。 
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